
　富田林市において「災害に強い町、安心して

住める町づくり」を理念に掲げ2014年から活動
を続けているのが私たち「富田林災害ボラン

ティアスクラム」です。

　私たちは、単に「災害が起きたら助けに行

く」という受動的な姿勢ではなく、「災害に負

けない地域社会を平時からつくる」ことをモッ

トーに、日々の啓発活動と実践的な訓練に力を

注いでいます。

　災害時に最も重要となるのは、日頃からの

「人と人とのつながり（絆）」です。スクラムで

は、オリジナルの「防災リュック収納品リス

ト」を作成し、講座や展示の際に説明しながら

啓発、毎月の定例会で手話練習の時間を作るな

ど、誰も取り残さない減災（インクルーシブ防

災）の視点も大切にしながら、多彩な啓発活動

を展開しています。

★ 実践的な出前講座とワークショップ：単なる

座学にとどまらず、地域住民や福祉施設、各

種団体からの要請に応じて出前講座を行って

います。災害時を再現した「防災寸劇」や、

大工のメンバーによる「家具固定の研修」、

耐熱ポリ袋を活用した「災害時クッキング」

や「水で作るカップ麺の試食」など、日常の

防災対策や、避難生活ですぐに役立つサバイ

バル術を体験型で紹介し「自分ごと」として

防災を考えてもらう工夫を凝らしています。

★ 動画配信やマニュアルの共有による啓発：防

災に関する分かりやすい解説動画や、過去の

定例会などをアーカイブ配信するなど、世代
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を問わずいつでも防災知識にア

クセスできる環境を整えていま

す。

出前講座のひとつ「防災寸劇」

出前講座で防災意識の啓発

YouTubeで各講座などアーカイブ配信
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　スクラムの大きな特徴の一つが、専門的な防

災スキルを持った各部会の存在です。その中で

も近年特に注目を集めているのが、2019年12月
16日に、旧富田林消防本部との合同練習を機に
発足した「ドローン部会（D.V.C）」です。
　大規模災害が発生した際、最も重要となるの

は「迅速な被災状況の把握」です。人が立ち入

るには危険な崩落現場や、高所にある家屋の屋

根の破損状況などを上空から安全かつスピー

ディーに把握するため、ドローンを活用した調

査体制を構築しました。危険を伴う屋根の点検

方法のサンプルビデオ作成や、メンバーによる

操縦・調査訓練を重ね、実践力を磨いていま

す。

　こうした平時からの活動が評価され、2022年
8月 5日に富田林市と「災害時におけるドロー
ンによる支援協力に関する協定」を締結しまし

た。

　この協定により、災害時に市からの要請を受

けたドローン部会が出動し、被災状況の空撮・

調査を行政と連携して行います。行政の初動調

専門部会「ドローン部会
（D.V.C）」の立ち上げと狙い
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富田林市とのドローン災害時協定：
行政と民間・ボランティアの連携
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　災害時に命を守るためには、住民一人ひとり

の「自助」、そして多様な主体が手を取り合う

「共助」の連携が不可欠です。

　富田林災害ボランティアスクラムは、「地域

に出向く啓発活動」「毎月のスキルアップ」な

どのアナログな防災活動と、「ホームページや

動画配信」「ドローンの活用」などのデジタル

な防災活動の両輪を回しながら、これからも多

様なメンバー全員が仲良く、誰もが安心して暮

らせるまちづくりをめざして、活動を展開して

まいります。

おわりに：
未来の地域防災に向けて
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活動実績と防災講座メニュー

富田林市との協定締結式

査の負担の軽減と的確な対策の実施、

個人の罹災証明の取得や保険の請求時

の被害状況の報告などの支援につなげ

ることが可能となります。日頃の活動

が評価され、2023年11月12日放送の
NHK番組「明日をまもるナビ」で
は、スクラムのドローン部会の活動が

紹介されました。

　また、富田林市主催の「防災協定締

結団体交流会」等へ積極的に参加し、

関係機関との顔の見える関係づくりを

推進。地域のセーフティネットとして

の絆を日々強めています。
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